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Future Earth Governing Council Meeting 
21-23 March 2017 

Best Western Ville-Marie, Montreal, Canada 
 

アジェンダ 

 
Montreal Council on Foreign Relations (CORIM) lunch event “Shaping the future: the key 

role of science and technology”, panel discussion with Koji Omi, Rémi Quirion, Andrée-Lise 

Méthot, Paul Shrivastava 
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主な結論 
１．Regional Engagement 
 Regions による違いが認識された 
 Regional Center for Latin American and the Carribean は、Regional Center ではな

く Strategic Partner に変更を検討することに 
 
２．ICSU による Future Earth の評価 
 2019 年から開始 
 
３．実施計画 Implementation Plan のフォローアップ 
 項目ごとに、３段階で進捗状況を評価、紹介‐内部用文書として受理 
 外部公開用の実施計画プログレスレポートを作成する 
 
４．Global Research Projects (GRPs) and Knowledge-Action Networks (KANs) 
 KAN の役割とガバナンスについてタスクチーム（Governing Council (GC), Science 

Committee (SC)/Engagement Committee (EC), GRPs, Secretariat）を作って明確に

する（今春中） 
 現在の KANs における GRPs の関わりについてマッピングを行う（今年夏まで） 
 システマティックレビューなど KAN 共通の研究手法を発展させる 
 
５．Campaigns / Flagships / Narratives 
 5 Global Hub Directorsは 5月31日までに 5件のCampaigns / Flagships / Narratives 

を提出する。これは、Future Earth の関連するコミュニティが優先課題に沿って連携

するモデルを作ることで、Future Earth が何をするものかをわかりやすく示すことを

目的とするものである。SC と EC の協力を得て、GC は 6 月末までに 5 件の中から 1
～2 件の最優先テーマを選出する 

 KANs に加えて新しい組織を作るものではない（現在の KAN を中心に GRPs や外の関

係者との連携モデルを作るイメージ） 
 
６．会計報告 
 3 年目（2017.4~2018.3）予算案を承認 

参考：1 年目（2015.4~2016.3）決算報告は 2016.6 の GC 会議にて承認済み 
2 年目（2016.4~2017.3）予算は 2015.11 の GC 会議にて承認済み 

 2017-2018 ならびに中長期の予算計画（Strategic Budget）を承認 
実施計画に沿った支出計画と不足見込みを分析 
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７．Partnership 方針 
 Strategic Partners は Executive Director + Global Hub Directors の推薦によって GC

が審議、承認 
 その他の Partners はできるだけ簡略な手続きにより、各地域、各国、各 KAN、各 GRP

が承認し、データベースで管理 
 イベントの後援、ロゴ使用の承認等も同様 
 
８．新事務局長の選考 
 選考経過について報告 
 
９．次回会議 
 各ハブが順番に担当（次回はコロラドハブ） 
 2018 年前半に南半球で開催予定、今後募集 
 
１０．今後のガバナンス体制 
 二日目の途中、GC メンバーと各ハブのスポンサー(funders)代表のみのクローズド会議

が開催され、以下の方針が提示された 
 SC と EC の 2 Committee 制を廃止し、1 つの Advisory Committee を設置する 
 新 Committee は人数も減らし、science と engagement の両面に関して、より効率的

に GC や事務局に対してアドバイスできるようにする 
 4 月 3 日、GC Co-Chairs より全 SC/EC メンバー宛にメール送信（資料） 
 事務局は GC と SC/EC メンバーとのコミュニケーションをサポートするため、各

委員に個別に連絡を取り、意見を聴取 
 GC メンバーと funders の中でタスクチームを構成し、6 月末までに、governance 

document と GC の構成について見直し案を提案する 
 


